
身近な物価上昇から考える お金の価値
コーヒーや食パンなど、身近な食品の値上がりが続いています。物価が上昇すると、同じ金額のお
金で購入できる商品やサービスは少なくなり、お金の実質的な価値は低下していきます。身近な物価
の動きや各種データを確認しながら、資産を守るための考え方についてみてみましょう。
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● 身近な食品の価格の変化

項目 ①2000年 ②2020年
①～②変化率

（年率換算）
③2025年

②～③変化率

（年率換算）

　砂糖　（上白糖、袋入り、1㎏） 184円 161円 -0.7% 232円 7.6%

　食パン　（1㎏） 432円 307円 -1.7% 501円 10.3%

　バター　（箱入り200ｇ）1箱 295円 431円 1.9% 562円 5.5%

（外食、ラーメン、

 しょう油味、1杯）
531円 567円 0.3% 750円 5.8%

（外食、喫茶店、

コーヒー1杯）
396円 389円 -0.1% 462円 3.5%

カレールウ（固形、12皿分、1箱） 220円 211円 -0.2% 299円 7.2%

中華そば

コーヒー

幅広い食品が
値上がりしているなぁ…

左下のグラフは、日本の消費者物価指数（前年同月比）の推移です。2022年6月以降の4年間におけ
る総合指数の平均上昇率は2.9％となっており、右下の表は、この水準の物価上昇が今後も続いた場
合の資産価値の変化を試算したものです。
例えば、手元にある100万円を運用せずにそのまま保有し続けた場合、年率3％のインフレのもとで
は、10年後には約74万円、20年後には約55万円相当の購買力となります。
物価上昇が続く環境では、現金の金額は変わらなくても、そのお金で購入できる商品やサービスが
少なくなります。資産の実質的な価値を維持するためには、インフレ率を上回る利回りでの運用を検討
することが重要です。

インフレとお金の実質的な価値の関係！

5年後 10年後 15年後 20年後

100万円 約86万円 約74万円 約64万円 約55万円

1,000万円 約863万円 約744万円 約642万円 約554万円

5,000万円 約4,313万円 約3,720万円 約3,209万円 約2,768万円

1億円 約8,626万円 約7,441万円 約6,419万円 約5,537万円

  物価上昇が続いた場合の資産価値の変化

（年率3％のインフレが継続した場合のシミュレーション）

経過年数

現在の金額


